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●●●編集後記
▶最近の放射線治療の動向をみていると，放射線治療は大きな変革期を
迎えていて，今後 3 つの分野で大きく発展するように感じています。一つ
は，α放出核種による核医学治療，もう一つが超高線量率で行うFLASH 
radiotherapy，そして，不整脈をはじめとした良性疾患に対する放射線治
療です。今回の特集は今後発展する可能性を秘めた分野のうちの一つ，
難治性不整脈に対する定位放射線治療がテーマです。網野先生の論文

「体外放射線照射による難治性心室不整脈の新世代治療」が示すよう
に，いままで考えもしなかった“新世代治療”の登場です。2017 年に Dr. 
Cuculichらが The New England Journal of Medicine 誌に5 例の難
治性心室頻拍への放射線治療成績を発表してから，この治療法は急速
に注目を集めていますが，網野先生はそのメカニズムについても考察を加
えておられます。稲葉先生は担がん患者の心房細動に対する“放射線ア
ブレーション治療”の経験を，岡本先生はサイバーナイフによる治療計画
の詳細を解説されています。ただし，国枝先生のご指摘のとおり，「一見
正常な部分に本治療を推進する合理的根拠は，対象とする心室性不整
脈が極めて予後の悪い疾患であり，障害に比して期待も大きいことである
が，現時点ではあくまでも障害も効果も十分知られていない試験的な治療
である」ことを認識しつつ，今後の展開を期待したいと思います。
▶さて，じめじめした梅雨が終わり，オリンピックの夏がやってまいりました。
新型コロナウイルス感染拡大により，いろいろと話題の多いオリンピックと
はなりましたが，“ウルトラC”が連発されていることを期待しております（ち
なみに “ウルトラC” の語源は 1964 年の東京オリンピックだそうです）。
 中村和正
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